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明
石
支
部

ニ
ュ
ー
ス

投稿歓迎！

☆協会ホームページ・明石支部→ http://www.hhk.jp/sibu/akasi/akasi.htm　もぜひごらんください。

東
播
地
域
で
は
半
数
の
会
員
が
反
対

県
立
子
ど
も
病
院
の
ポ
ー
ア
イ
移
転

協会アンケート調査
　

協
会
は
、
県
立
こ
ど
も
病
院
の

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
（
中
央
区
）
へ

の
移
転
問
題
に
つ
い
て
医
科
・
歯
科

正
会
員
４
８
３
０
医
療
機
関
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
８
月
末
ま
で
に

１
０
３
７
件
の
有
効
回
答
を
得
た
。

そ
の
う
ち
、「
反
対
」「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
反
対
」が
45
％
と「
賛
成
」「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
賛
成
」
の
22
％
の

倍
以
上
を
占
め
、防
災
や
ア
ク
セ
ス
、

神
戸
中
央
市
民
病
院
へ
隣
接
す
る
こ

と
な
ど
の
問
題
を
懸
念
す
る
声
が
多

く
み
ら
れ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
率

は
22
％
（
う
ち
医
科
は
26
％
）
と
会

員
署
名
な
ど
と
比
べ
て
も
高
く
、
関

心
の
高
さ
が
示
さ
れ
た
。

　

県
立
こ
ど
も
病
院
の
ポ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
へ
移
転
に
つ
い
て
の
賛
否

は
、「
反
対
」
が
最
も
多
く
23
％
と

な
っ
た
。
次
い
で
「
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
反
対
」
と
「
わ
か
ら
な
い
」
が

22
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛
成
」

13
％
と
続
い
た
。「
賛
成
」
は
一
番

少
な
く
９
％
だ
っ
た
。

　

明
石
支
部
に
加
古

川
・
高
砂
な
ど
を
加
え

た
東
播
地
域
で
は
、「
反

対
」
が
28
・
９
％
と
最

も
多
く
、「
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
反
対
」
22
・

８
％
、「
わ
か
ら
な
い
」

17
・
５
％
、「
ど
ち
ら
で

も
な
い
」14
・
９
％
、「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
賛

成
」
７
・
９
％
、「
賛
成
」

６
・
１
％
と
続
い
て
お

り
、
全
県
に
比
べ
て
反

対
意
見
が
多
か
っ
た
。

　

全
県
で
、「
反
対
」「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
反

対
」
の
理
由
で
最
も
多

か
っ
た
の
は
、「
防
災

上
の
問
題
が
あ
る
の
で

避
け
る
べ
き
」で
68
％
。

次
い
で
「
全
県
的
に
対

応
す
る
立
地
条
件
と
し

て
現
在
地
の
方
が
ふ
さ

わ
し
い
」
52
％
、「
新

中
央
市
民
病
院
の
小
児

科
・
産
科
と
機
能
が
重

複
す
る
の
で
必
要
な

い
」
46
％
。

　

東
播
地
域
で
は
、

「
全
県
的
に
対
応
す
る

立
地
条
件
と
し
て
現

在
地
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
」
が
36
・

８
％
で
最
も
多
く
、「
防
災
上
の
問

題
が
あ
る
の
で
避
け
る
べ
き
」
30
・

７
％
、「
移
転
し
な
く
て
も
高
度
な

医
療
提
供
は
可
能
｝
26
・
３
％
、「
新

中
央
市
民
病
院
の
小
児
科
・
産
科
と

機
能
が
重
複
す
る
の
で
必
要
な
い
」

25
・
４
％
、「
現
在
地
で
改
築
で
き
る
」

18
・
４
％
、「
先
端
医
療
研
究
施
設
に

よ
る
バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
の
心
配
が
あ

る
」
７
・
０
％
と
続
い
た
。
全
県
的

に
防
災
の
観
点
か
ら
移
転
計
画
を
危

ぶ
む
声
が
多
い
が
、東
播
地
域
で
は
、

近
隣
地
域
と
し
て
、
全
県
を
カ
バ
ー

す
る
現
在
地
で
の
改
修
を
支
持
す
る

傾
向
が
強
い
と
見
ら
れ
る
。

　

一
方
、「
賛
成
」「
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
賛
成
」
の
理
由
で
最
も
多
か
っ

た
の
は
、
全
県
で
は
、「
新
中
央
市

民
病
院
の
小
児
科
・
産
科
と
の
連
携

で
機
能
が
強
化
さ
れ
る
」
が
62
％
。

次
い
で
「
立
地
条
件
と
し
て
ポ
ー
ア

イ
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
」
51
％
と

な
っ
た
。
東
播
地
域
で
は
、「
現
在

地
で
は
改
築
で
き
な
い
」
７
・
０
％

が
最
も
多
く
、「
移
転
に
よ
り
高
度

な
医
療
提
供
が
可
能
に
な
る
」
６
・

１
％
が
続
い
た
。

　

ま
た
、
東
播
地
域
で
は
、「
こ
ど

も
病
院
と
な
ん
ら
か
の
診
療
情
報
を

や
り
と
り
し
た
こ
と
が
あ
る
」
は

64
・
９
％
と
全
県
の
61
％
を
上
回
っ

て
い
る
。
今
回
の
移
転
は
、
単
に
こ

ど
も
病
院
に
と
っ
て
の
問
題
だ
け
で

な
く
、
防
災
問
題
と
神
戸
市
立
中
央

市
民
病
院
と
一
体
化
す
る
こ
と
の
問

題
の
２
点
が
焦
点
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
、
賛
否
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
か
ら

う
か
が
わ
れ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対

す
る
反
応
は
全
県
に
及
ん
で
い
る
。

診
療
科
も
ほ
ぼ
全
科
を
網
羅
し
、
開

業
歴
も
全
年
齢
層
か
ら
回
答
が
寄
せ

ら
れ
た
。
こ
ど
も
病
院
が
、
全
県
的

か
つ
多
科
目
で
小
児
医
療
・
周
産
期

医
療
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
高
い
役
割

を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
裏
付
け
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6.1%

7.9%

28.9%

22.8%

14.9%

17.5%

1.8%

10
月
29
日
（
土
）
支
部
総
会
「
祝
の
島
」
上
映
会
！
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小
生
は
21
日
の
み
参
加
し
、

極
め
て
有
意
義
で
あ
っ
た
の
で

ご
報
告
す
る
。

　

全
体
会
議
「
東
日
本
大
震
災

の
実
態
と
教
訓
、
今
後
へ
の
課

題
」
で
は
、
震
災
直
後
か
ら
の

保
団
連
を
中
心
と
し
た
救
援
活

動
と
厚
労
省
等
に
対
す
る
行
政

交
渉
に
つ
い

て
報
告
さ
れ

た
。

　

今
後
、
医

師
団
体
に
期

待
さ
れ
る
仕

事
は
、
食
品

の
放
射
能
調

査
や
長
期
間

に
わ
た
る
健

診
事
業
で
あ

る
と
提
起
さ

れ
た
。

　

病
院
分
科

会
で
は
「
病

院
の
適
時
調

査
の
対
応
の

ポ
イ
ン
ト
」

に
つ
い
て
、

大
阪
協
会
・
京
都
協
会
か
ら
事

前
相
談
事
例
等
を
含
め
た
報
告

が
あ
っ
た
。

　

近
畿
厚
生
局
が
、
病
院
の
届

出
医
療
に
対
し
て
届
出
要
件
等

が
守
ら
れ
て
い
る
か
を
調
査
す

る
た
め
に
、
数
人
で
予
告
後
に

病
院
を
訪
問
す
る
の
が
「
適
時

調
査
」
だ
。

　

問
題
が
あ
れ
ば
、改
善
命
令
・

自
主
返
還
・
取
り
消
し
等
の
処

置
が
な
さ
れ
る
そ
う
だ
。

　

２
０
１
０
年
頃
か
ら
「
適
時

調
査
」
は
頻
繁
に
行
わ
れ
、
こ

こ
数
年
以
内
に
全
病
院
を
一
巡

す
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

兵
庫
協
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

も
会
員
病
院
か
ら
の
「
適
時
調

査
」
の
事
前
相
談
に
も
応
じ
て

い
る
が
、
今
後
は
書
類
不
備
等

で
会
員
病
院
が
不
利
益
を
受
け

な
い
よ
う
に
事
前
相
談
等
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
か
ね
ば

と
考
え
て
い
る
。

　
【
大
久
保
病
院　

吉
岡　

巌
】

病院の適時調査への対応強化を
保団連　第29回病院・有床診セミナー　参加記

　

保
団
連
は
８
月
20
日
、
21
日

に
大
阪
府
保
険
医
協
同
組
合
Ｍ

＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
、第
29
回
病
院
・

有
床
診
療
所
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、
明
石
支
部
か
ら
吉
岡
巌
支

部
長
が
参
加
し
た
。
参
加
記
を

紹
介
す
る
。

 

全
国
か
ら
84
人
が
参
加
し
た
保
団
連
の
病
院
・

有
床
診
セ
ミ
ナ
ー

兵庫県保険医協会　明石支部　総会記念企画

映画「祝の島」上映会
講演会「原発を知る・被爆を知る」

返信ＦＡＸ０７８－３９３－１８０２まで
◇記念企画 「祝の島上映会」＆「講演会」

1 4 時 3 0 分 ～□参加します　（　　　）人
　

◇総会議事＆懇親会
（寿司・割烹　明石貞楽・参加費無料）
１７時～　　  □ 参加します

医療機関名（　　　　　　　　）お名前（　　　　　　　　）

お問い合わせは、℡ 0 7 8 - 3 9 3 - 1 8 0 7 担 当平田・本田まで

■日時10月29 日（土） 
　午後２時 30分～
○講演会「原発を知る・被曝を知る」」
　講師：京都府保険医協会理事・医師　飯田　哲夫 先生
　 ・ 14 ： 30 ～ 15 ： 00

○映画「祝の島」上映
　 ・ 15 ： 05 ～ 16 ： 50

○総会議事＆懇親会（寿司・割烹　明石貞楽）
　・17：00～

■会場　明石市市民ホール（定員 150 人）　
　 明石駅南UFJ 銀行西側の建物 ( らぽす 5階 )

　山口県上関町祝島。 「海は私たちのいのち」と島の人は言う。 1982 年、島の対岸 4kmに原子力
発電所の建設計画が持ち上がった。 以来 28年間反対を続けている。 効率と利益を追い求める社会
が生み出した原発。 大きな時間の流れと共にある島の生活。 原発予定地と祝島の集落は、海を挟ん
で向かい合っている。 1000 年先の未来が今の暮らしの続きにあると思うとき、 私たちは何を選ぶの
か。 いのちをつなぐ暮らし。 祝島にはそのヒントがたくさん詰まっている （祝の島公式ホームペー
ジより抜粋） 。映画上映に先立って行う講演会「原発を知る・被爆を知る」では、核燃料再処理工場・
青森六ケ所村、日本で最初の死亡事故を起こした東海村ＪＣＯ、地震で壊れた柏崎刈羽原発、住民の
長年の反対を無視して強行される瀬戸内海・上関原発新設工事などを見て歩きながら、京大原子炉実
験所の小出裕章氏をブレーンとして多くを学んできた医師の飯田哲夫氏を京都から招いて、今回の福
島第一原発事故についてうかがいます。

JR・山陽電鉄 明石駅より徒歩約 5分。( らぽす 5階 )

参加費無料


